
【施設効果事例】 石滝沢砂防堰堤（山形県西置賜郡小国町）

災害発生日：令和４年８月３日
降雨状況 ：連続雨量 549㎜（8月3日7時～4日8時）

時間最大雨量 68㎜(8月3日17時～18時）
※三体山雨量観測所
やまがた にしおきたま おぐに いしたき

発生箇所 ：山形県西置賜郡小国町石滝
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約1,260m3
状 況 ：8月3日から4日にかけての大雨により土石

流が発生したが、飯豊山系砂防事務所
(国)による砂防堰堤が整備されており土
砂を捕捉。
下流地区への被害を未然に防止し効果を
発揮した。

土石流発生前
（R3.10.26）

土石流発生直後

(R4.8.10)

いし たき さわ やまがた にしおきたま おぐに

写真

写真
（捕捉状況が単純にわかる写真ではなく、
どのような下流の保全対象への被害を未然
に防止したのかアーピルできる写真が望ましい）

砂防堰堤の諸元
堤長 L=38.0m
堤高 H=6.5m
完成 平成7年

向石滝集落

石滝沢砂防堰堤

土砂災害
警戒区域

山形県
小国町五味沢

位置図 全景

整備事業費
約1.5億円

被害軽減額
約6.4億円

下流の人家
３戸を保全


